
多肉植物のバスケット壁掛けの作り方 
ハンギングタブロー 

材料及び道具をそろえる。 
・植物 
・水苔 
・板 
・針金(アルミ線)                                          
・ペンチ 
 
針金を寸法に合わせて切る。 
３０ｃｍを 5本 
 
3本並べて真ん中を巻き、留める。 
㊟断面が一直線になるように 
 
 
 

2,3 回巻き

つける 

巻きつけた針金は一方が他の出ている 6 本と
長さが同じになるように。 
もう一方は短くてもかまわない。 

バスケットの口になる半月形の部分を作る。 
 

 
 

10ｃｍ

長さの等しい 7本をバランスよく丸みを持たせておこす。 
    短い一本は直線側の真ん中辺りに直角に起こす 
 
口になる部分を取り付ける 
    内側から外へ一回巻く 
 
端を切るか、渦巻きにして始末する。 
 直角に曲げたものだけ先端に小さな輪を作る 
 

ねじ止めのフック 

板にビスで留める。 
 
植物を植え込みます。 

     

隙間をミズゴケで埋めながら色や形

のバランスを考えて植え込みます。 
多肉は葉が折れやすいので丁寧に。 

形を整えて出来上がりです。折れてしまった芽などは、切り口を乾かしてから挿しておけば根が出

てきます。なるべく明るい所に置いて下さい。多肉植物は寒さに強いので、霜に当たらなければ外

でも大丈夫です。水遣りは控えめにして下さい。 
 
 

吉見農園 http://www.yoshiminouen.com 


